
記

●	 日時：7月1日（日）11:00 ～ 15:00（受付：10:30～）

●	 場所：大阪教育大学天王子キャンパス中央館２階214教室

●	 住所：〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88
	 （JR天王寺駅、地下鉄天王寺駅、近鉄大阪阿部野橋駅下

車徒歩約10分、JR寺田町駅下車徒歩5分） 
	 http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~nibujm/acsess.html

●	 主催：英国日本協会　(The Japan Society in London)

●	 企画・実施協力：
	 木原　俊行（大阪教育大学教育学部・教授）
	 堀田　龍也（玉川大学教職大学院・教授）
	 野中　陽一（横浜国立大学教育人間科学部・教授）
	 高橋　純（富山大学人間発達科学部・准教授）
	 稲垣　忠（東北学院大学教養学部・准教授）
	 成田　健之介（南山大学教職課程・非常勤講師）

●	 後援：日本教育工学協会

 ●	 次第

11:00～11:10	 開会挨拶　
	 英国日本協会教育チーム　垣内美智子

11:10～12:20	 実例発表
	 日英学校間交流に力を注ぐ４校の先生方による

プレゼン
	 質疑応答

12:20～13:20	 昼食を兼ねた参加者間の交流の時間

13:20～14:20	 パネルディスカッション
	 「日本のカリキュラムにおいてどのように日英学

校間交流を位置づけるか、その恩恵とは」

14:20～14:55	 グループディスカッション
	 「これからの交流活動をどうしていくか」

14:55～15:00	 閉会挨拶　
	 英国日本協会教育チーム　垣内美智子

●	 参加費： 無料
●	 お申し込み：
	 事前に参加登録が必要となります。以下のホームページより

参加登録を行って下さい。昼食を手配する関係上、キャンセ
ルされる場合は６月22日（金）までに垣内までメールにてご
連絡下さい。

	 http://tiny.cc/nichiei

●	 問い合わせ先：
	 英国日本協会　日英学校間交流コーディネーター　
	 垣内美智子  (michiko.kakiuchi@japansociety.org.uk)

英国の学校と学校間交流学習をしてみませんか。学習の舞台
はインターネット上の「ジャパンイギリスライブ！」という学習サ
イト。このサイトでは、日本語で書いた子どもたちのメッセージ
が英語に翻訳されて相手に届きます。英語で書かれたものも日
本語で読むことができます。子どもたちにあまり負担をかけず
に、念願の国際的な学校間交流学習ができるのです。

インターネットの急速な発展によってますます世界は狭まりま
した。貿易経済関係で固く結びつき、食卓にあがる食物も世界
中からやってくる昨今、世界中の人々はあらゆる面においてよ
りお互いに頼りあい、影響しあって生きています。国際化が謳
われて久しいですが、教育関係者の最も大きな課題のひとつ
に、ますますグローバル化が進む現代において、子どもたちに
どのようにして世界的視野を持たせるか、どのようにグローバ
ル社会に適応し、活躍しうる能力を身につけさせるかというも
のがあるでしょう。

国際的な学校間交流活動は、海外の人々の暮らしに目を向け、
理解を深めるのを促進するばかりか、外国語を学びたいという
生徒たちのやる気を高め、また世界的な時事問題について考
える機会を提供します。同時に、異国の同世代の友達に母国の
文化を適切に伝えたいという思いが、当たり前としか思ってい
なかった自国の文化や伝統を別の視点から再認識、再評価す
る場を与えます。

今回の実践セミナーは、日英の学校間交流学習に対する支援
や助言を長年無償で続けてきた英国日本協会（ロンドン）が事
務局となって開催されます。また、国際的な学校間交流学習や、
これらを用いた教科、総合的な学習の時間の学習活動、情報活
用能力の育成などについて造詣の深い大学の研究者等が全面
的にバックアップしています。

国際的な学校間交流学習ですでに大きな成功を収めている現
場の先生方の実践報告を聞くことができます。また、すでに始
めている学校も、これから始める学校も共通で持つさまざまな
悩み事についても情報共有することができます。普段聞きたく
てもなかなか聞くことのできない、貴重な機会です。

すでに交流パートナーをお持ちで、今後どのように交流を進め
ていこうかお考えの学校、または交流パートナーを得ることに
よる新たな可能性について知りたいという新規の学校などご
ざいましたら、是非ふるってご参加下さい。まだ具体的には考
えていないけども興味があるという先生方も、今後のために遠
慮なくご参加下さい。

日英学校間交流支援セミナー 
「英国の学校との学校間交流学習の進め方とノウハウ」


